
1995年出上の木簡

②
は
平
安
時
代
の
溝
か
ら
出
上
し
た
。
五
文
字
め
は

「右
」
あ
る
い
は

「古
」
か
。
①
ｌ
⑤
は
武
家
屋
敷
の
堀
か
ら
出
土
し
た
が
、
①
と
い
は
同

一
の

堀
出
土
で
あ
る
。
⑤
は
荷
札
木
簡
で
あ
り
、
最
下
部
の
文
字
は

「あ
ふ
や
」
と

も
見
え
る
。
隣
接
す
る
宮
内
堀
脇
遺
跡
に
、
内
容
、
形
状
と
も
類
似
し
た
も
の

が
あ
る
。
な
お
、
比
隅
山
城
は

一
四
世
紀
後
半
に
築
城
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
永

禄

一
二
年

（
一
五
六
九
）
織
田
軍
の
但
馬
侵
攻
に
よ
っ
て
落
城
し
て
い
る
。

釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
館
野
和
己

・
渡
辺
晃
宏

・
古
尾

谷
知
浩
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
』

一
四

（
一
九
九
四
年
）
（大
平
　
茂
）

み
や
う
ち
ほ
り
わ
き

丘盆
・
宮
内
堀
脇
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
宮
内
字
堀
脇

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
八
月
１

一
九
九
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
日
圭
介

・
岡
　
昌
秀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
―
中
世
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

宮
内
堀
腸
遺
跡
は
、
山
名
氏
宗
家
の
居
城
で
あ
っ
た
此
隅
山
城
跡
の
西
南
の

山
裾
か
ら

一
段
下
が
っ
た
水
田
部
分
に
位
置
し
て
い
る
。
山
側
に
は
入
佐
川
を

挟
ん
で

「御
屋
敷
」
と
呼
ば
れ

る
居
館
推
定
地
が
存
在
す
る
。

ま
た
、
多
量
の
祭
祀
遺
物

。

禁
制
木
簡
な
ど
を
出
土
し
た
袴

狭
遺
跡
群
は
此
隅
山
北
側
の
谷

に
位
置
し
て
お
り
、
本
号
六
七

ｐ

頁
で
報
告
し
た
入
佐
川
遺
跡
の

出

東
端
は
宮
内
堀
脇
遺
跡
と
隣
接

し
て
い
る
。



調
査
の
結
果
、
此
隅
山
城
に
伴
う
武
家
屋
敷
遺
構
、
鎌
倉
時
代
の
水
田
畦
畔

と
溝
、
古
墳
時
代
前
期
―
奈
良

・
平
安
時
代
に
か
け
て
の
水
田
土
壌
を
検
出
し

た
。武

家
屋
敷
遺
構
は
、
整
地
と
溝
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
た
建
物
群
と
堀
、
土
塁

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
整
地
は
湿
地
を
山
土
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
た
も
の
で
、

地
盤
沈
下
や
火
災
に
伴

っ
て
嵩
上
げ
さ
れ
、
厚
い
所
で
は

一
・
三
ｍ
に
及
ん
で

い
る
。
建
物
は
礎
石
建
物

・
掘
立
柱
建
物

・
根
太
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

堀
は
二
重
に
走
り

（Ｓ
Ｄ
四
〇
〇

一
・
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
一
じ
、
内
側
の
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇

一

は
幅
七
ｍ
深
さ

一
・
五
ｍ
を
測
る
。
土
塁
は
高
さ
約

一
・
五
ｍ
、
栗

・
竹
な
ど

の
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
構
は

一
五
世
紀
後
半
―

一
六
世
紀
末
に
か
け

て
営
ま
れ
、
大
き
く
は
五
期
の
遺
構
面
に
分
か
れ
る
。
第

一
面
は

一
六
世
紀
末
、

六
世
紀
後
半
、
第
三
面
は

一
六
世
紀
前
半
、
第
四
面
は

一
五
世
紀

六
世
紀
初
頭
、
第
五
面
は

一
五
世
紀
後
半
で
あ
る
。

遺
物
は
、
京
都
系
の
土
師
器
皿

（墨
書
土
器
を
含
む
）、
瀬
戸
美
濃

・
越
前
焼

な
ど
の
国
産
陶
器
、
中
国

。
朝
鮮
製
陶
磁
器
な
ど
の
他
、
鍬
形
台
や
灰
匙
、
小

柄

・
小
刀

・
切
羽
台

・
井

・
錐

・
火
箸

・
庖
丁
な
ど
の
金
属
器
、
畳
、
土
壁
材
、

誤
六
駒
石
、
獣
骨
、
人
骨
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
木
製
品
で
は
漆
塗
椀

・
折

敷

。
羽
子
板

・
箕
や
木
彫
り
の
小
猿
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
堀
か
ら
の
出
土

と
と
も
に
、
整
地
上
内
や
建
物
を
区
画
す
る
溝
内
か
ら
の
出
土
も
多
い
。

木
簡
は
二
五
点
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
内
釈
読
を
行
な
っ
た
二

一
点
を
報
告

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
、
墨
描
き
さ
れ
た
絵
馬
の

一
部
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
二
点
、
墨
書
の
な
い
付
札

一
点

（〇
三
九
型
式
）
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

堀
内
側
整
地
面

⑪
　
。
「
＜
乃
木
出
羽
守
か
わ

一
ツ
く
り
か
わ
三
つ

。
，
＜
永
禄
拾
☆
年
人
月
十
四
日
以
上
三
つ
　

（］じ
益
受
］

②

　

「
＜
日
――
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰΦ巽
μ受
∞

③

　

「
＜
米
　
　
一二
斗
五
升
　
　
　
　
　
　
　
　
（駁
γ
］受
∞

い
　
。
「
＜
日
――
□
志
も
の
見
や
」

。
「
＜
今
井
殿
か
ら
の
米
　
」
　
　
　
　
　
　
　
μ伽叉
ω受
μ

第
二
面
は

後
半
か
ら

〇
∞
∞



1995年出上の木簡

⑤
一　
。
「
‐＜

（日
印
）

一
一百
片
回
の
回
」

ｏ
「
＜

（日
印
）　
　
　
　
　
　
　
　
」

⑥
　
・
「亀
」

。
「国
」

⑭
　
・
「□
□
□

・
「□
□

③

　

十回

り

　

「
＜
四
□
□
□
小
五
郎
」

堀
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇

一

⑩

　

「
四
聞
ロ
　
エハ
郎
二
郎

⑪
　
。
「
一
」

。
「
一
」

⑫

　

「
ｏ
□
□
□
」

Ｆ
中
］
×
雨
φ
Ｘ

∞
　

彙
雨

ω
Ｏ
一×

牌
【
Ｘ

∞
　

０
再

（
や
う
）
×

洋
Φ
×
０
　
０
Ｐ
０

（φ
ｅ

ｘ
（栄
ド
）
ｘ
い
　
０
∞
騨

只
卜
×
μ
Φ
Ｘ
∞
　
魚
蔦

（
Ｐ
⇔
ｕ
）
Ｘ
『
∞
×
Φ
　
Φ
ω
り

∞
Ｏ
Ｘ
馬

Ｘ
ф
　
ｏ
］
Ｐ

６
い
ｘ
諜

Ｘ
〕

Φ
命
学

∽
　
・
「
＜
□
□

名
く
□

堀
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
二

⑭

　

「
ｏ
正
月
壱
斗
七
合
　
回
□
太
郎
」

⑮

　

「
ｏ
正
月
米
壱
斗
五
升
　
九
郎
三
郎
」

ω

　

「三
月
壱
斗
七
合
　
　
六
郎
」

口

　

「
ｏ
五
月
壱
斗
七
合
　
日
川
□
三
郎
」

⑬

　

「
ｏ
六
月

一
斗
七
合
　
一二
郎
ロ
ー十
回

⑬

　

「
ｏ
八
月

一
斗
七
合
　
や
三
郎
」

の
一

「　
□
□
衛
門

０

小
三
郎
」

流
路

い

　

「
＜
二
は
ん
　
弐
百
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中Ｓ
き
受
∞
⇔毬

ω
ｌ
①
は
堀
の
内
側
の
整
地
面
上
か
ら
出
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ω
ｌ
①

は
第
二
面
に
伴
う
木
簡
で
あ
る
。

（誤
）
ｘ
麒
ｘ
”
　
０
８

亜
協
ｘ
よ
×
０

９
い

や
３
×
８
×
０
　
一
留

中
呻Φ
Ｘ
中
∞
×
頓
　
Φ
匈
Ｐ

埓
中
×
（誤
）
×
∞

寓
騨

（Ｓ
ё
来
践
Ｘ
卜
　
Φ
解

〕
６∞
Ｘ
］ド
Ｘ
ヽ
　
ｏ“
Ｐ

騨
い
ヽ
）ハ
ヽ
∞
）〈
『
　
　
〇
〕
騨



ω
は
第
二
面

（整
地
面
）
上
に
被
覆
す
る
焼
土

・
炭
を
含
む
土
壌
層
よ
り
出

土
し
た
。
表
面
の

「か
わ

一
ツ
く
り
か
わ
三
つ
」
は
、
「か
わ

一
ツ
く
り
か
わ

こ
ニ
ツ
」
と
読
め
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
乃
木
出
羽
守
は
文
献
に
は
な
い

が
、
乃
木
氏
の
名
前
と
し
て
は
天
文
四
年

（
一
三
一一五
）
の
惣
持
寺

（宮
内
地
区

に
あ
る
寺
院
）
本
尊
奉
加
状
に
、
山
名
祐
豊
と
と
も
に
乃
木
日
向
守

。
乃
木
丹

後
守

。
乃
木
若
狭
守

・
乃
木
長
左
衛
門
尉
内
儀
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
裏
面

の
永
禄

一
二
年

（
一
五
六
九
）
八
月
二
四
日
は
織
田
軍
の
但
馬
進
攻

命
水
禄
一
二

年
八
月
一
日
―
〓
一一日
）
に
よ
っ
て
此
隅
山
城
が
陥
落
し
た
直
後
に
あ
た
る
。

い
１
０
は
第
四
面
に
、
①
は
第
四
―
正
面
に
、
⑪
は
第
五
面
に
伴
う
木
簡
で

あ
る
。

り
の

「志
も
の
見
や
」
は
出
石
町
に
隣
接
す
る
豊
岡
市
の
地
名

（下
宮
）
で

あ
る
。
今
井
姓
は
惣
持
寺
本
尊
奉
加
状
に
記
載
が
あ
る
。
０
は
長
方
形
の
小
さ

な
札
で
あ
る
。
①
は
横
材
で
あ
る
。
折
敷
の
底
板
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
ｌ
⑬
は
内
側
の
堀

（Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
こ

か
ら
出
土
し
て
い
る
。

ω
は
長
方
形
の
小
さ
な
札
で
あ
る
。
闘
茶
や
聞
香
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
小
型
の
札
と
し
て
は
⑥
⑪
以
外
に
、
墨
書
の
な
い
円
形
の
も
の

（長
径
三
二
ｍｍ
短
径
三
〇
ｍｍ
厚
さ
五
〕

が

一
点
出
土
し
て
い
る
。
⑫
は
穿
孔
を

も
つ
釣
鐘
形
を
し
た
札
で
あ
る
。
三
文
字
記
さ
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

ロ
ｌ
⑭
は
外
側
の
堀

（Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
一
じ
内
、
も
し
く
は
そ
の
直
上
か
ら
出

土
し
て
い
る
。
⑭
ｌ
⑩
は
形
状

・
内
容
と
も
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様

の
木
簡
は
入
佐
川
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
⑭
は
上
部
が
部
分
的
に
破
損

し
て
お
り
定
か
で
は
な
い
が
、
他
の
木
簡
と
同
様
に
穿
孔
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

四
は
土
塁
下
に
あ
る
流
路
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
流
路
は
第
五
面
の
古
い
段

階
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
釈
読
が
で
き
な
か
っ
た
四
点
の
う
ち
、
一
百
〔は
折
敷
の
底
板
と
考
え
ら

れ
る
横
材
で
、
第
四
面
か
ら
出
土
し
た
。
う
ち

一
点
に
は
七
行
の
墨
書
が
あ
る
。

他
の
二
点
は
、
絵
馬
と
考
え
ら
れ
る
破
片
二
点
と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇

一
か
ら

出
土
し
て
い
る
。
う
ち

一
点
は
横
材

（〇
八
一
型
式
）
で
両
面
に
墨
書
が
あ
る
。

他
の
一
点
は
〇

一
九
型
式
、
表
三
行

・
裏
二
行
の
墨
書
が
あ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
館
野
和
己
氏

・
渡
辺

晃
宏
氏
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
の
小
林
基
仲
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
』
二

一
（
一
九
九
六
年
）
（西
口
圭
介
）




